
・「課題」について自ら考え、自分の言葉
でまとめ、振り返る、学習ルールの徹底

・ICTの効果的な活用による「個別最適な
学び」と「協働的な学び」の充実

・自己肯定感や自己有用感が高まるような学
級活動の充実

・地域資源、地域人材を活用した「スクール
ESDくさつ」プロジェクトの実践

・「学年部サポーター」など、子どもの課
題や学校の問題に対して、早急に対応で
きる組織作り

その他　取組事項

・学習の基礎である学習規律を高め、学力の定着につなげる。
・読書や家庭学習の充実（「家庭学習のポイント」の配布、自主学習ノートなど）

学び続ける子どもの育成
共感的対話的な学びの充実

自己肯定感を高める
共感的な学級集団づくり 校内研究体制と教員研修の充実

学びを実感できる授業づくり
学ぶ意欲を引き出す
学習集団づくり

子どものために一丸となって
取り組む学校づくり

【取組事項】 【取組事項】 【取組事項】

【現状と課題】
○視点１　子どもが課題の解決に向けて話し合いながら主体的に取り組み、課題・まとめ・振り返りの意識を高め
　　　　　　ます。
○視点２　「自己有用感」を持って、地域に貢献していこうという学級・学年集団づくり、学校風土の構築を目指し
　　　　　　ます。
○視点３　学校の諸問題に対して、学年、学年部として組織的に対応する体制づくりを充実させます。

取　　組

視点１ 視点２ 視点３

令和５年度　我が校の学ぶ力向上策　　　　　　　令和５年４月

【市町　目標】

○令和５年度草津市教育の重点である「スクールESDくさつ」「New草津型アクティブラーニング」「配慮を要する子ども
への支援」を推進することにより、「子どもの学ぶ力」を育成するとともに、「魅力のある学校」（「誰もが行きたくなる学
校」、「地域とともにある学校」）をつくる。

【学校　目標】

○問い続け、学び続ける子どもの育成　～誰もが幸せに生きていけるようにするため～


